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2019 年 

 

 

 

「
パ
リ
テ
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

フ
ラ
ン
ス
語
で
「
同
数
・
均
等
」

を
意
味
す
る
。
今
年
は
「
日
本
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版
パ
リ
テ
法
」
と
も
言
わ
れ
る
「
政

治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

法
」
が
施
行
さ
れ
て
は
じ
め
て
の
選

挙
の
年
。
各
党
に
候
補
者
を
男
女
同

数
と
す
る
努
力
義
務
が
課
さ
れ
た
▼

統
一
地
方
選
の
結
果
、
ど
う
だ
っ
た

か
。
前
半
４
１
道
府
県
議
選
の
当
選

者
の
う
ち
、
女
性
が
占
め
る
割
合
は

共
産
党
５
１
・
５
％
に
対
し
、
自
民

党
は
わ
ず
か
３
・
５
％
。
公
明
党
も

８
・
４
％
。
中
野
晃
一
・
上
智
大
教

授
は
「『
こ
ん
な
の
あ
り
な
の
か
』
と

い
う
数
字
…
自
公
は
相
当
ひ
ど
い
」

（『
前
衛
』
６
月
号
、
穀
田
恵
二
衆
院

議
員
と
の
対
談
）
と
安
倍
政
権
を
酷

評
し
て
い
る
▼
日
本
共
産
党
の
第
６

回
中
央
委
員
会
総
会
は
、
論
戦
の
争

点
の
一
つ
に
「
差
別
や
分
断
を
な
く

し
、
誰
も
が
尊
厳
を
も
っ
て
自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会

を
」
と
打
ち
出
し
共
感
を
広
げ
て
い

る
。「
個
人
の
尊
厳
を
守
る
」
―
―
こ

れ
は
野
党
共
闘
が
初
め
か
ら
追
求
し

て
き
た
大
事
な
課
題
だ
▼
島
根
県
で

女
性
の
政
治
参
加
を
大
き
く
進
め
た

の
が
中
林
よ
し
子
さ
ん
だ
っ
た
。
幼

子
を
抱
え
な
が
ら
国
政
選
挙
に
挑
戦

し
、
１
９
７
９
年
、
３
３
歳
の
と
き

総
選
挙
で
初
当
選
。「
島
根
県
初
の
女

性
代
議
士
誕
生
」
「
保
守
王
国
に
新

風
」
と
全
国
的
に
注
目
さ
れ
た
。
中

林
さ
ん
は
い
ま
、
安
倍
政
権
に
立
ち

向
か
い
、
希
望
の
持
て
る
政
治
を
、

と
全
力
を
あ
げ
て
い
る
▼
日
本
共
産

党
は
女
性
が
無
権
利
だ
っ
た
戦
前
の

時
代
か
ら
「
女
性
参
政
権
」
の
要
求

を
高
々
と
掲
げ
、
伊
藤
チ
ヨ
子
、
高

島
満
兎
な
ど
迫
害
に
よ
っ
て
２
０
代

で
命
を
奪
わ
れ
た
女
性
の
た
た
か
い

も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
女
性
差
別
撤

廃
、
男
女
同
権
の
た
め
に
た
た
か
っ

て
き
た
党
の
魅
力
を
大
い
に
語
り
広

げ
て
い
き
た
い
。 

 
 
 
 

（
後
） 

午前１０時～ 
松江テルサホール 

 

日
本
共
産
党
の
大
平
喜
信

衆
院
比
例
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
予

定
候
補
は
１
６
日
、
松
江
、

出
雲
の
両
市
で
宣
伝
し
、
参

院
選
で
の
市
民
と
野
党
の
共

闘
勝
利
と
党
の
躍
進
で
安
倍

政
権
を
打
倒
し
よ
う
と
訴
え

ま
し
た
。 

大
平
氏
は
ス
ー
パ
ー
前
や

市
役
所
前
な
ど
計
４
カ
所
で

後
藤
由
美
市
議
ら
と
演
説
。

暮
ら
し
に
希
望
が
持
て
る
政

治
に
転
換
す
る
と
し
、
８
時

間
働
け
ば
普
通
に
暮
ら
せ
る

社
会
の
実
現
や
、
社
会
保
障

の
充
実
、
学
費
無
償
化
な
ど

の
「
３
つ
の
提
案
」
を
訴
え
、

「
憲
法
９
条
守
れ
、
原
発
ゼ

ロ
の
願
い
を
日
本
共
産
党

へ
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

演
説
を
聞
い
た
男
性
（
７

６
）
は
「
安
倍
政
権
は
国
民

の
声
を
聞
か
な
い
異
常
な
政

治
を
し
て
い
る
。
何
と
し
て

も
倒
さ
な
い
と
い
け
な
い
」。 

プラスターを掲げて賑やかに宣伝する大平前衆院議員（出雲市） 

商店街前で尾村県議らと訴える大平前衆院議員（松江市） 

 

日
本
共
産
党
東
部
地
区

委
員
会
は
１
２
日
、
松
江
市

で
決
起
集
会
を
開
き
、
会
場

い
っ
ぱ
い
の
８
０
人
が
参
加

し
、
参
院
選
勝
利
に
向
け
て

決
意
を
固
め
合
い
ま
し
た
。 

 

岩
田
剛
地
区
委
員
長
は
「
党

の
底
力
を
発
揮
し
、
選
挙
の

『
担
い
手
』
を
広
げ
に
広
げ
て

頑
張
り
抜
こ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。 

中
林
よ
し
子
参
院
選
挙
区

予
定
候
補
、
尾
村
利
成
県
議
が

決
意
表
明
。
中
林
氏
は
、
国
会

で
の
絶
対
多
数
を
背
景
に
強

権
政
治
を
繰
り
返
す
安
倍
政

権
を
批
判
し
、
「
改
選
１
人
区

で
野
党
統
一
を
勝
ち
取
っ
て

自
民
党
を
打
ち
負
か
し
、
安
倍

政
権
を
終
わ
ら
せ
よ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。（
写
真
） 

女
性
（
８
１
）
は
「
共
産
党

は
国
民
に
温
か
い
党
だ
と
も

っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
語

り
ま
し
た
。 

松
江
市
で
は
、
尾
村
利
成

県
議
、
橘
祥
朗
、
田
中
肇
の

両
市
議
、
岩
田
剛
東
部
地
区

委
員
長
、
党
女
性
後
援
会
の

メ
ン
バ
ー
ら
で
計
３
カ
所
宣

伝
し
ま
し
た
。 

島
根
県
医
労
連
は
１

０
日
、
Ｊ
Ｒ
松
江
駅
前
で

医
療
・
介
護
現
場
の
増
員

や
夜
勤
改
善
な
ど
を
求

め
る
「
２
０
１
９
ナ
ー
ス

ウ
エ
ー
ブ
」
集
会
を
開
き

ま
し
た
。
「
医
師
・
看
護

師
大
幅
増
員
」
「
安
心
安

全
な
医
療
介
護
の
実
現
」

な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を

掲
げ
た
医
療
従
事
者
ら

約
８
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。 

森
山
篤
士
委
員
長
は

あ
い
さ
つ
で
、
１
０
連
休

は
自
身
も
数
日
し
か
休

め
な
か
っ
た
と
述
べ
、
過

酷
な
労
働
条
件
を
改
善

し
、
安
心
、
安
全
な
医
療

を
提
供
し
た
い
と
訴
え

ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
尾
村

利
成
、
大
国
陽
介
両
県

議
、
民
主
県
民
ク
ラ
ブ
の

白
石
恵
子
県
議
、
自
民
党

の
五
百
川
純
寿
県
議
、
県

健
康
福
祉
部
の
吉
川
敏

彦
部
長
ら
が
激
励
や
連

帯
あ
い
さ
つ
。（
写
真
） 

集
会
後
、
参
加
者
は
夜

勤
改
善
と
大
幅
増
員
を

求
め
る
国
会
請
願
署
名

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

党
の
尾
村
利
成
、
大
国
陽
介

両
県
議
が
出
席
し
ま
し
た
。 

尾
村
県
議
は
建
設
環
境
委

員
会
に
、
大
国
県
議
は
農
水

商
工
委
員
会
に
所
属
が
決
ま

り
ま
し
た
。 

尾
村
県
議 

建
設
環
境
委
員 

大
国
県
議 

農
水
商
工
委
員 

５
月
臨
時
会 

 

臨
時
県
議
会
が
１
４
、
１
５

の
両
日
開
か
れ
、
引
き
続
き
２

議
席
を
確
保
し
た
日
本
共
産


